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世界初の高血圧ＤＮＡワクチンの基盤技術開発に成功 
－ 大阪大学の研究グループが第 34 回日本高血圧学会にて報告 － 

 
大阪大学の森下教授らの研究グループは世界初の高血圧ＤＮＡワクチンに関する基盤技術確

立に成功し、高血圧モデル動物において、その高い有用性を実証いたしました。今回、栃木県

総合文化センターで開催された第 34 回日本高血圧学会（10 月 20-22 日）にて、本成果が発表

されましたので、その内容についてご報告いたします。 
 
高血圧ワクチンは、日中の収縮期血圧を下げ続ける新しい治療法として注目を浴びています。

とくに、アンジオテンシン（Ang）II、AngI や Ang 受容体に対するペプチドワクチンなどでそ

の有効性が示されてきましたが、副作用や持続時間が短いなどの課題が指摘されており、実用

化には至っておりません。 
今回、大阪大学で新たに開発された高血圧 DNA ワクチンは、副作用がなく、降圧効果が従来

のペプチドワクチンより長期間の効果（高血圧モデル動物で半年間持続。ヒトでは更に長期間

の効果が期待できる）を示しました。また治療標的分子の AngⅡのみならず AngⅠにも作用す

るため、代表的な高血圧治療薬のレニン阻害薬、ACE 阻害薬、ARB（AngⅡ受容体阻害薬）の

それぞれのメリットを併せた効果が期待できます。高血圧 DNA ワクチンでは、さらに経口薬剤

が内服困難な高血圧患者の血圧コントロールや、高血圧予防用ワクチンとしての可能性も期待

されます。 
高血圧は最も代表的な生活習慣病であり、国内患者数は 3500 万人を超えています。IMS ジャ

パンによると、国内の主要薬効別売上高では高血圧治療薬が最大であり、2007 年から 4 年連続

で１兆円を超えており、その中でＡＲＢは 5700 億円を占め巨大市場を形成しています。 
 
当社といたしましては、高血圧治療に高い有用性が期待できる本ＤＮＡワクチンの開発に関

して大阪大学の森下教授の研究グループと連携し、実用化に向けた臨床試験開始と動物用薬剤

としての応用を目指して参ります。 
 
 なお、本件による本年度業績への影響はありません。 
 
※ 本発表内容は 11 月 21 日付け薬事日報でも紹介されました。 
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